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畦
道
に
咲
く
彼
岸
花
（曼
珠
沙
華
）を
思
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春
や
秋
の
お
彼
岸
や
お
盆
に
も
、
必
ず
親
に
連
れ
ら
れ
て
墓
参
り
に
行
っ
た
も
の
で

し
た
。
子
供
の
こ
ろ
か
ら
、
墓
参
り
の
時
に
、
走
り
回
っ
て
転
ぶ
と
早
死
に
す
る
と
か
、

多
く
の
禍
に
見
舞
わ
れ
る
と
言
い
聞
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
か
、
不
思
議
と

お
寺
に
向
か
う
と
き
は
殊
勝
な
も
の
で
し
た
。
こ
と
に
秋
の
墓
参
り
時
に
は
、
道
端
や

畦
道
な
ど
に
群
生
し
鮮
や
か
な
赤
い
花
を
見
か
け
た
も
の
で
す
。
ジ
ャ
ン
ポ
ン
（
葬
儀

の
意
の
い
わ
き
の
方
言
）
花
と
か
呼
ん
で
忌
み
嫌
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
彼
岸

花
（
曼
珠
沙
華
）
だ
っ
た
の
で
す
ね
。 

夏
の
終
わ
り
か
ら
秋
の
始
め
に
か
け
て
、
大
き
く
反
り
返
り
華
や
か
で
、
妖
し
い
ま

で
の
真
っ
赤
な
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。
密
生
し
た
彼
岸
花
も
長
い
花
弁
が
お
互
い
に

絡
み
合
っ
て
け
な
げ
に
も
身
を
寄
り
添
う
よ
う
に
し
て
や
が
て
枯
れ
て
い
き
ま
す
。
そ

の
後
そ
の
場
所
に
、
晩
秋
の
朝
夕
冷
え
る
頃
、
長
さ
三
〇
～
五
〇
㎝
の
線
形
の
細
い
葉

を
ロ
ゼ
ッ
ト
状
に
出
し
ま
す
。
葉
は
深
緑
で
つ
や
が
あ
り
、
冬
中
は
姿
を
見
せ
て
い
ま

す
が
、
翌
春
に
な
る
と
枯
れ
て
し
ま
い
、
秋
が
近
づ
く
ま
で
地
表
に
は
何
も
生
え
て
き

ま
せ
ん
。「
花
と
葉
が
同
時
に
出
る
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
特
徴
か
ら
、
日
本
で
は
「
葉

見
ず
花
見
ず
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
彼
岸
花
を
「
葉
は
花
を
思
い
、
花
は
葉
を
思

う
」
と
い
う
意
味
で
相
思
華
、
別
れ
花
と
呼
ぶ
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。 

異
名
も
多
く
、
死
人
花
、
地
獄
花
、
幽
霊
花
、
剃
刀
花
、
狐
花
、
捨
て
子
花
、
は
っ

か
け
ば
ば
あ
、
な
ど
お
お
く
の
別
名
・
方
言
が
あ
り
忌
み
嫌
わ
れ
て
い
る
部
分
も
あ
り

ま
す
。
彼
岸
花
の
鱗
茎
に
は
リ
コ
リ
ン
、
ホ
モ
リ
コ
リ
ン
、
ガ
ラ
ン
タ
ミ
ン

な
ど
の
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
が
含
ま
れ
、
誤
っ
て
食
べ
る
と
、
嘔
吐
、
下
痢
、
流

涎
、
神
経
麻
痺
な
ど
が
起
き
ま
す
。
こ
の
毒
性
の
為
に
縁
起
の
悪
い
花
と
言

わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
モ
グ
ラ
が
「
彼
岸
花
の
球
根
」
を
好
ん

で
食
べ
、
死
ん
で
し
ま
う
習
性
を
利
用
し
て
モ
グ
ラ
の
水
田
荒
し
や
墓
場
荒

し
を
防
ぐ
た
め
に
、
畦
道
や
墓
地
に
植
え
ら
れ
た
の
も
事
実
で
す
。 

本
来
、
彼
岸
花
で
あ
る
曼
珠
沙
華
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
【
ｍ
ａ
ｎ

ｊ
ｕ
ｓ
ａ
ｋ
ａ
】
と
書
き
ま
す
。
天
界
に
咲
く
花
と
い
う
意
味
で
、
お
め
で

た
い
事
が
起
こ
る
兆
し
に
赤
い
花
が
天
か
ら
降
っ
て
く
る
と
い
う
仏
教
の

経
典
か
ら
来
て
い
ま
す
。
曼
珠
沙
華
の
語
源
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
で
し

ょ
う
。
花
言
葉
は
「
情
熱
」「
独
立
」「
再
会
」「
あ
き
ら
め
」「
悲
し
い
思
い

出
」「
想
う
は
あ
な
た
一
人
」「
ま
た
会
う
日
を
楽
し
み
に
」
と
多
彩
な
表
現

を
含
め
た
多
く
の
言
葉
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
華
や
か
に
見
え
る
彼
岸
花
の

そ
れ
ぞ
れ
の
様
を
想
起
さ
せ
、
我
々
の
人
生
に
重
な
る
よ
う
で
す
。
彼
岸
花

も
枯
れ
か
け
る
と
と
も
に
輪
状
に
大
き
く
開
い
た
花
が
数
本
ず
つ
絡
み
合

っ
て
冷
た
い
秋
風
に
も
倒
れ
ず
支
え
あ
っ
て
い
ま
す
。
花
か
ら
無
常
を
感
じ

取
れ
る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。 

昔
も
、
今
も
家
族
と
共
に
お
彼
岸
に
は
墓
参
り
に
行
き
ま
す
。
転
ば
な
い

よ
う
に
親
に
手
を
握
ら
れ
彼
岸
花
の
咲
く
参
道
を
歩
き
ま
し
た
ね
。
そ
の
温

も
り
は
い
つ
ま
で
も
残
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
そ
の
暖
か
さ
を
多
く
の
方
に

ど
う
ぞ
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
お
願
い
致
し
ま
す
。 
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九
月
十
五
日
（
日
）
第
十
回
望
洋
荘
祭
り
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
台
風
十
八
号
の
影
響
で
大
雨
で
し
た
の
で
、
施

設
内
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
出
店
や
催
し
物
を
し
て
下

さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、
御
家
族
様
等
、
施
設
内
は
熱

気
ム
ン
ム
ン
、
入
居
者
様
は
じ
め
、
ス
タ
ッ
フ
も
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
恒
例
の
バ
ザ
ー
で
は
ス
タ
ー
ト
の
合

図
と
同
時
に
た
く
さ
ん
の
お
客
様
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

 

悪
天
候
に
も
関
わ
ら
ず
多
く
の
御
家
族
様
に
足
を
お
運

び
頂
き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
様
お
忙
し
い
中
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

                  

                 

九
月
一
日(

日)

午
後
二
時
よ
り
、
勿
来
ユ
ニ
ッ
ト
家
族
交

流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
す
い
か
割
を
御
家
族
様
と
行
っ
た

り
、
お
好
み
焼
き
を
焼
い
た
り
、
一
緒
に
楽
し
い
時
を
過
ご

さ
れ
ま
し
た
。
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
は
、
毎
回
皆
様
に
大
好
評
で

す
。
最
後
に
、
御
家
族
様
と
ス
タ
ッ
フ
よ
り
入
居
者
様
に
写

真
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
嬉
し
さ
の
あ
ま
り
涙
ぐ

む
光
景
も
見
う
け
ら
れ
ま
し
た
。 

         

    

九
月
十
七
日(

火)

～
九
月
二
十
六
日(

木)

の
期
間
、

市
内
、
四
校
の
中
学
一
、
二
年
生
が
福
祉
体
験
学
習
『
イ

ン
ス
タ
ン
ト
シ
ニ
ア
体
験
』
に
来
荘
し
ま
し
た
。
初
め
は
、

ど
の
よ
う
に
入
居
者
様
と
接
し
て
良
い
か
戸
惑
い
も
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
が
、
一
緒
に
折
紙
を
折
っ
た
り
、
歌
を
唄

っ
た
り
し
て
い
く
う
ち
に
、
次
第
に
打
ち
解
け
あ
い
、
入
居

者
様
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
昔
話
を
教
え
て
頂
く
事
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
車
椅
子
体
験
で
は
、
実
際
に
生
徒
が
車

椅
子
に
乗
っ
て
段
差
の
あ
る
所
を
上
っ
た
り
下
り
た
り
す

る
実
施
体
験
も
行
い
ま
し
た
。
体
の
不
自
由
な
お
年
寄

り
の
辛
さ
や
大
変
さ
を
少
し
理
解
出
来
た
よ
う
で
し
た
。 

総
合
学
習
の
一
環
と
し
て
今
回
学
ん
だ
体
験
活
動
を
、

今
後
の
学
校
生
活
に
役
立
て
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

藤
間
中
学
校･

小
名
浜
第
二
中
学
校･

豊
間
中
学
校･

江
名
中
学
校
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

      

       

介護老人福祉施設 望洋荘 

第
十
回 

望
洋
荘
祭
り 

家
族
交
流
会 

勿
来
ユ
ニ
ッ
ト 

福
祉
施
設
体
験
学
習 

九
月
十
九
日
は
仲
秋

の
名
月
で
し
た
。 

望
洋
荘
か
ら
眺
め
る

名
月
は
、
い
つ
み
て
も
荘

厳
な
気
持
ち
に
さ
せ
ら

れ
ま
す
。
美
し
い
限
り
で

す
。 

福
祉
施
設
体
験
学
習 
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九
月
十
六
日
（
月
）
「
さ
つ
ま
芋
の
会 

福
島
支
部
」
様
が
来
苑
く

だ
さ
り
、
敬
老
会
を
行
い
ま
し
た
。
総
勢
十
二
名
の
方
々
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
お
越
し
く
だ
さ
り
、
「
千
歳
川
」
の
歌
か
ら
は
じ
ま
り
、

「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」
の
よ
さ
こ
い
踊
り
ま
で
の
全
十
一
曲
を
約
一

時
間
に
渡
り
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
途
中
、
施
設
の
職
員

も
飛
び
入
り
参
加
で
、
ピ
ン
キ
ー
と
キ
ラ
ー
ズ
の
「恋
の
季
節
」を
一

緒
に
踊
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
番
前
に
数
回
練
習
し
た
だ

け
で
し
た
の
で
、
皆
様
方
と
は
テ
ン
ポ
や
リ
ズ
ム
が
少
し
ズ
レ
た
お

か
げ
で
、
入
居
者
様
に
大
う
け
で
し
た
。
入
居
者
の
皆
様
、
最
後
ま

で
、
ア
ン
コ
ー
ル
の
声
を
掛
け
る
な
ど
、
懐
か
し
い
唄
や
活
気
の
あ

る
踊
り
を
大
い
に
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
入
居
者
様
全
員
に
ハ
ン
カ
チ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
ま
で
戴
き
、

皆
さ
ん
大
喜
び
で
し
た
。
「
さ
つ
ま
芋
の
会 

福
島
支
部
」
の
皆
様
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

               

                  

九
月
二
十
八
日
（
土
）
午
後
一
時
三
〇
分
か
ら
、
長
橋
病
院
様

の
ご
厚
意
に
よ
り
、
「長
橋
病
院
ま
つ
り
」に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
会
場
は
病
院
玄
関
か
ら
道
路
を
挟
ん
だ
向
か
い
の
駐
車
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
入
っ
て
最
初
に
目
に
つ
い
た
の
が
数
多
く

の
テ
ー
ブ
ル
・
イ
ス
・
パ
ラ
ソ
ル
の
三
点
セ
ッ
ト
が
ず
ら
り
と
並
び
、
お

も
て
な
し
心
を
感
じ
ま
し
た
。
中
に
入
っ
て
い
く
と
そ
こ
に
は
「焼
き

そ
ば
・
焼
き
鳥
・
お
好
み
焼
き
・
ジ
ュ
ー
ス
・
ア
イ
ス
・
綿
菓
子
・・
・
」
の

ブ
ー
ス
が
並
び
、
ど
こ
も
行
列
が
出
来
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
進
む

と
大
き
な
特
設
ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
和
太

鼓
の
演
奏
な
ど
の
催
し
物
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
施
設
か
ら
入

居
者
六
名
と
そ
の
ご
家
族
・
職
員
と
大
勢
で
押
し
か
け
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
引
換
券
を
戴
き
、
み
な
さ
ま
食
べ
て
・
飲

ん
で
・見
て
大
い
に
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。 

長
橋
病
院
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

                               

地域密着型介護老人福祉施設 せんしょう苑 

「敬 

老 

会
」 

さ
つ
ま
芋
の
会 

福
島
支
部 

様 

「長
橋
病
院
ま
つ
り
」 

に
行
っ
て
来
ま
し
た
。 

偶然ですが、星さんと三浦さ
んのお孫さん同士がご夫婦で、
そのお子さん（曾孫）も今回ソー
ラン節を踊られていました。 

「紫蘇の実摘み」 
9 月 21 日の午後から正面玄関前で、紫蘇の実摘みを

皆様で行いました。たくさんの紫蘇から丁寧に実を摘む作
業は根気のいる仕事で、途中まだあるのと弱音を吐く方も
おりました。大きなビニール袋 2個も収穫があり、来苑され
たご家族様にお裾分けして、残りは塩漬にしました。 

「好間中学校体験学習」 
9月 3から 4日の二日間好間中学校の三年生 9名が

体験学習に当施設に来苑しました。入居者様と一緒に折
り紙をしたり、談話したりと交流を図っていました。また車椅
子の試乗や様々な食形態の食事を体験して、高齢者の
方々の大変な想いがわかったと話していました。 
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九
月
一
日
は
、
「
防
災
の
日
」
で
す
。
早
い
も
の
で
あ
の
忌
ま

わ
し
い
東
日
本
大
震
災
（
全
壊
・
半
壊
約
四
〇
万
戸
、
死
者
・
行

方
不
明
約
一
万
八
五
〇
〇
人
）
の
発
生
か
ら
約
二
年
半
の
月

日
が
経
過
し
ま
し
た
。
当
時
を
い
ま
冷
静
に
考
え
る
と
子
供
の

頃
か
ら
学
校
な
ど
で
防
災
・
避
難
訓
練
等
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に

よ
っ
て
多
く
の
人
が
地
震
の
知
識
や
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
れ

ば
良
い
の
か
身
に
つ
け
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
被
害

も
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
も

「
防
災
の
日
」
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

そ
も
そ
も
「
防
災
の
日
」
は
、
昭
和
三
十
五
年
に
閣
議
で
九

月
一
日
を
「
防
災
の
日
」
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
背
景
に
は
、
前
年
の
昭
和
三
十
四
年
九
月
二
十
六
日
に
「
伊

勢
湾
台
風
」
に
よ
っ
て
戦
後
最
大
の
被
害
（
全
半
壊
・
流
失
家
屋

約
十
五
万
三
九
〇
〇
戸
、
死
者
・
行
方
不
明
約
五
一
〇
〇
人
）

を
被
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
地
震
や
風
水
害
等
に
対
す
る
心
構
え

等
を
準
備
す
る
た
め
に
「
防
災
の
日
」
を
創
設
し
、
全
国
各
地
で

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
る
日
と
な
り
ま
し
た
。 

な
ぜ
九
月
一
日
が
防
災
の
日
に
な
っ
た
の
か
？ 

関
東
大
震

災
（
全
壊
・
全
焼
約
三
二
万
戸
、
死
者
・
行
方
不
明
約
一
〇
万

五
千
人
）
が
発
生
し
た
日
が
大
正
十
二
年
九
月
一
日
で
あ
っ
た

こ
と
。
ま
た
、
古
来
わ
が
国
で
は
暦
の
上
で
立
春
か
ら
数
え
て
二

一
〇
日
目
の
日
（
太
陽
暦
の
九
月
一
日
あ
た
り
）
に
台
風
が
来

襲
す
る
厄
日
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
九
月
一
日
を
防
災
の

日
と
し
た
そ
う
で
す
。 

万
が
一
に
備
え
た
訓
練
や
備
蓄
な
ど
が
、
も
っ
と
も
重
要
で

あ
り
、
皆
様
も
日
頃
か
ら
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。 

   

望  

洋  

荘 

十
月 

二 

日(

水) 

午
前
十
時
よ
り 

 

「
バ
ー

ベ
キ

ュ
ー
」 

豊
間
・シ
ョ
ー
ト
ユ
ニ
ッ
ト 

十
月 

六 

日(

日) 

午
前
十
一
時
よ
り 

 

「
家

族

交

流

会
」 

永
崎
ユ
ニ
ッ
ト 

十
月
十
三
日(

日) 

午
後
二
時
三
〇
分
よ
り 

 

「
お
や
つ
バ
イ
キ
ン
グ
」 

全
ユ
ニ
ッ
ト 

   

   

せ
ん
し
ょ
う
苑 

十
月 

三 

日 
(

木) 

午
前
十
一
時
三
〇
分
よ
り 

 

「
フ
ラ
ダ
ン
ス
見
学
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
」
東
ユ
ニ
ッ
ト 

十
月 

七 

日 
(

月) 

午
前
十
一
時
三
〇
分
よ
り 

 

「
フ
ラ
ダ
ン
ス
見
学
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
」
東
ユ
ニ
ッ
ト 

十
月
二
〇
日 

(

日) 

午
前
十
時
か
ら 

 

「
マ

ル

ト

衣

類

訪

問

販

売

会
」
全
ユ
ニ
ッ
ト 

十
月
二
一
日 

(

月) 

午
前
十
一
時
よ
り 

 

「
フ
ラ
ダ
ン
ス
見
学
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
」
西
ユ
ニ
ッ
ト 

十
月
二
三
日 

(

水) 

午
前
十
一
時
三
〇
分
よ
り 

 

「
フ
ラ
ダ
ン
ス
見
学
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
」
南
ユ
ニ
ッ
ト 

            

大

竹

サ

タ

ヨ 

十 

吉

田

ハ

ナ 

十 

矢

内

光

子 

十 

坂

本

ミ

イ

子 

十 

阿

部

ナ

ツ

子 

十 

八

島

 

恂 

十 

草

野

和

子 
十 

 

佐

藤

キ

ク

エ 

十 

望  

洋  

荘 

月 月 月 月 月 月 月 月 

三
十 

二
十 

十
三 

十
一 

十 六 五 三 

日 日 日 日 日 日 日 日 

様 （水
） 

ユ
ニ
ッ
ト 

様 （
日
） 

ユ
ニ
ッ
ト 

様 （日
） 
豊 
間 

ユ
ニ
ッ
ト 

様 （金
） 

ユ
ニ
ッ
ト 

様 （木
） 

四 

倉 

ユ
ニ
ッ
ト 

様 （日
） 

豊 

間 

ユ
ニ
ッ
ト 

様 （土
） 

ユ
ニ
ッ
ト 

様 （日
） 

四 

倉 

ユ
ニ
ッ
ト 

（九
六
歳
）誕
生
会 

（九
三
歳
）誕
生
会 

（九
三
歳
）誕
生
会 

（九
六
歳
）誕
生
会 

（九
一
歳
）誕
生
会 

（九
八
歳
）誕
生
会 

（八
八
歳
）誕
生
会 

（八
一
歳
）誕
生
会 

永

山

 

し

げ 

十 

鈴

木

 

章

子 

十 

せ
ん
し
ょ
う
苑 

月 月 

二
七 

二
六 

日 日 

様 （日
） 

み
ま
や 

東
ユ
ニ
ッ
ト 

様 （土
） 

み
ま
や 

西
ユ
ニ
ッ
ト 

（八
九
歳
） 

（八
八
歳
） 

誕
生
会 

誕
生
会 

編
集
後
記 

『せ
ん
し
ょ
う
苑
・望 

洋 

荘
』 

便
り 

平
成
二
十
五
年
九
月
三
十
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市
平
豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設 

せ
ん
し
ょ
う
苑 

電 

話 
 

（０
２
４
６
）３
８
‐
６
３
３
１ 

介
護
老
人
福
祉
施
設           

望 
 

洋 
 

荘 

電 

話 
 

（０
２
４
６
）５
５
‐
７
３
７
３ 

 

【 

十
月
の
行
事
予
定  

】 

【 

十
月
の
お
誕
生
日  

】 

【 

十
月
の
行
事
予
定  

】 

【 

十
月
の
お
誕
生
会
予
定 

】 

【 
防 

災 

の 

日 

】 


